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平成 26 年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想値と実績値との差異 

並びに通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

平成 25 年５月 14 日に公表しました平成 26 年３月期（平成 25 年４月１日～平成 26 年３月 31 日）第

２四半期連結累計期間の業績予想値と実績値との差異並びに通期の連結業績予想の修正に関しまして、

下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．第２四半期連結累計期間（平成 25 年４月１日～９月 30 日）の業績予想値と実績値との差異 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり

四半期純利益

前 回 発 表 予 想（Ａ） 

（平成 25 年５月 14 日公表） 

百万円

15,000 

百万円

550 

百万円

430 

百万円 

290 

円 銭

14.50 

今 回 実 績 （ Ｂ ） 16,430 259 348 358 17.92 

増   減   額（Ｂ－Ａ） ＋1,430 △290 △81 ＋68 ― 

増       減       率（％） ＋9.5 △52.8 △19.0 ＋23.6 ― 

（ご参考）前年同四半期累計実績 
（平成 24 年４月１日～９月 30 日） 

14,904 555 424 207 10.36 

 

２．通期（平成 25 年４月１日～平成 26 年３月 31 日）の連結業績予想の修正 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり

当期純利益

前 回 発 表 予 想（Ａ） 

（平成 25 年５月 14 日公表） 

百万円

31,000 

百万円

1,200 

百万円

930 

百万円 

620 

円 銭

30.99 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 32,000 850 750 620 30.99 

増   減   額（Ｂ－Ａ） ＋1,000 △350 △180 ― ― 

増       減       率（％） ＋3.2 △29.2 △19.4 ― ― 

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 
（ 平 成 2 5 年 ３ 月 期 ） 

29,215 529 963 598 29.92 
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３．理由 

(1) 第２四半期連結累計期間 

売上高につきましては、当初想定に比べて車載通信機器セグメントにおける海外売上高が伸長し

たことや為替相場が円安水準で推移したことなどにより、予想値を上回りました。 

営業利益につきましては、製品・事業構成の変化などによる利益率低下、中国における労務費増

加、ベトナム工場における品質確保のためのコストの増加、その他一時的費用の発生などにより、

予想値を大幅に下回りました。 

経常利益につきましては、円安の進行・定着に伴い為替差益を計上いたしましたが、営業減益が

響き、予想値を下回りました。 

四半期純利益につきましては、税金費用が大幅に減少したことから、予想値を大幅に上回りまし

た。 

(2) 通期 

売上高につきましては、上期は予想値を上回る増収となりましたが、下期においては車載通信機

器セグメントの増収の一方で無線通信機器セグメントが当初予想より減収となるものと見込まれ

ることから、上記２．のとおり修正いたします。 

段階損益につきましては、上期の大幅減益を受けつつも、マレーシア工場へのさらなる生産移管

推進やベトナム工場の稼働率向上などによる収益改善効果、為替相場動向などを勘案し、上記２．

のとおり修正いたします。 

なお、今回修正予想の前提となる為替レートにつきましては、１米ドル＝90 円（前回予想時：１

米ドル＝85 円）に修正しております。 

 

（注）本資料に記載の予想数値は、公表日現在入手可能な情報に基づき作成しております。実際の業績は、今後様々

な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

以 上 


